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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
︒
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
︒

価
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
私
は
高
校

保
健
体
育
教
諭
と
し
て
、
郷

土
の
踊
り
を
教
材
化
し
、
組

踊
の
学
校
公
演
や
高
校
文
化

祭
で
の
県
内
外
大
会
へ
の
参

加
、
ま
た
海
外
で
の
高
校
生

文
化
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、

若
い
世
代
へ
伝
統
芸
能
を
継

承
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の

指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
私
の

師
匠
で
あ
り
故
宮
城
美
能
留

翁
が
、
常
に
世
界
へ
目
を
向

け
、
沖
縄
の
伝
統
芸
能
を
広

め
る
情
熱
を
持
っ
て
数
多
く

の
海
外
公
演
を
行
っ
て
こ
ら

れ
た
、
そ
の
姿
を
見
て
学
ん

だ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
成
果
は
、
家
族
を
は
じ
め

恩
師
、
先
輩
、
仲
間
な
ど
多

く
の
方
々
の
応
援
と
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
遂
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
胸
に
刻
み
、
さ
ら
な
る

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
か
ら
防
ぐ
た
め
に

も
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日

本
善
行
会
の
益
々
の
発
展
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
受
賞
の

御
礼
と
い
た
し
ま
す
。
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受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

　
宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校

生
徒
会
　
　
　
　
　
　

法ほ

か

つ

華
津

寿と
し
の
り則

こ
の
度
は
、
令
和
七
年
度

春
季
特
別
善
行
表
彰
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

　
滋
賀
県
第
十
五
団

　
団
委
員
長
　
伴
野
　
多
伽
枝

こ
の
度
は
、
令
和
七
年
度

春
季
善
行
表
彰
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

滋
賀
県
第
十
五
団
は
、
滋
賀

県
守
山
市
を
拠
点
に
活
動

　
つ
ば
さ

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

　
ア
カ
デ
ミ
ー

天
笠
　
寛

こ
の
度
は
令
和
七
年
度
春

季
善
行
賞
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宮
城
県
東
松
島
市

　
吉
田
　
日
出
子

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
栄
え

あ
る
特
別
善
行
金
章
を
賜
り

ま
し
て
、
身
に
余
る
思
い
と

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

想
い
起
こ
せ
ば
、
平
成

十
四
年
に
舞
の
師
匠
、
家
元

先
生
の
急
逝
に
依
り
看
護
婦

の
仕
事
を
辞
し
て
、
追
悼
公

演
を
行
う
事
と
成
り
ま
し
た
。

以
後
、
舞
の
道
に
て
、
歌
謡

舞
踊
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
、

老
人
福
祉
施
設
の
慰
問
等
々
、

数
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

施
設
訪
問
の
折
に
は
、
先

日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
、
前
宮

城
県
支
部
長
の
飯
田
勝
男
様

に
も
お
手
伝
い
頂
き
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
名
演
奏
に
て
皆
様

に
大
変
喜
ん
で
頂
き
、
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
、

我
家
は
津
波
で
全
壊
、
二
階

に
居
り
ま
し
た
が
、
九
日
目

に
腰
ま
で
浸
る
水
の
中
か
ら

脱
出
し
ま
し
た
。
気
持
ち
は

落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

仮
設
住
宅
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
入
り
、
踊
る
事
に
よ
り

皆
様
の
笑
顔
が
見
ら
れ
、
私

の
心
も
救
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
三
浦
支
部
長

始
め
宮
城
県
支
部
は
、
皆
様

の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
様
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
最
後

に
善
行
会
の
増
々
の
発
展
を

御
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
青
森
県
弘
前
市

　
白
澤
　
盛
幸

こ
の
度
、
令
和
七
年
度
特

別
善
行
銀
章
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
九
年
、
交
通
安
全
協

会
の
知
人
に
勧
め
ら
れ
、
交

通
指
導
隊
に
入
り
、
主
な
活

動
と
し
て
、
小
中
学
生
の
登

　
沖
縄
県
西
原
町

　
渡
久
地
　
美
代
子

こ
の
度
は
、
栄
え
あ
る
善

行
銀
章
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
沖
縄
県

か
ら
は
、
赤
嶺
弘
子
様
、
伊

禮
末
子
様
、
そ
し
て
私
の
三

名
が
善
行
銀
章
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々

が
、
素
晴
ら
し
い
活
動
を
な

さ
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
は
、
芸
能
研
究
家
の
崎

間
麗
進
先
生
が
ご
存
命
の
頃
、

「
あ
な
た
は
沖
縄
の
伝
統
芸
能

を
長
年
研
究
し
、
学
校
教
育

に
生
か
し
て
い
る
」
と
ご
評

　
兵
庫
県
　

　
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル

　
水
龍
童
鼓
会
　
豊
田
　
紀
子

こ
の
度
、
善
行
表
彰
の
知

ら
せ
を
い
た
だ
い
た
時
、
驚

き
と
嬉
し
さ
で
初
め
は
、
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
小
学
校
教
諭
を
定
年

退
職
し
て
か
ら
約
二
十
年
、

子
ど
も
た
ち
と
和
太
鼓
に
取

組
ん
で
き
ま
し
た
。
退
職
し

た
後
も
、
ず
っ
と
子
ど
も
た

ち
に
か
か
わ
れ
る
こ
と
の
幸

せ
を
い
つ
も
思
い
ま
す
。

水
龍
童
鼓
会
は
、
小
学
生

を
中
心
と
し
た
和
太
鼓
サ
ー

ク
ル
で
す
。
中
に
は
四
歳
五

歳
の
保
育
園
児
も
い
て
、
現

小
学
生
の見守

り
活
動

春
季
善
行
表
彰
を

　
　
　
受
賞
し
て

春
季
善
行
表
彰
を

受
賞
し
て

善
行
金
章
を受賞

し
て

交
通
安
全
活
動

善
行
銀
章
を受賞

し
て

青
少
年
善
行
表
彰

を
受
賞
し
て

春
季
表
彰

金

　
　章

銀

　
　章

私
た
ち
高
千
穂
高
校
は
、

月
に
一
回
、
朝
の
登
校
時
に

生
徒
会
を
中
心
に
、
小
学
生

の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
先
生
方
も
こ
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
挨
拶
を
す
る
と
、

小
学
生
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
！
」
と
明
る
い
声
と

無
邪
気
な
笑
顔
で
返
し
て
く

れ
る
た
め
、
い
つ
も
た
く
さ

ん
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
善
行
表
彰
を
受
賞

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
活
動

を
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩

方
や
先
生
方
の
お
か
げ
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
の
子
供
た
ち
を

し
、
昨
年
五
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
長
年
環
境
美
化
活

動
と
し
て
、
市
役
所
花
壇
の

水
や
り
を
年
少
ス
カ
ウ
ト
が

当
番
制
で
毎
日
行
っ
て
き
ま

し
た
。
年
二
回
の
び
わ
湖
湖

岸
清
掃
、
守
山
駅
前
清
掃

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
旧

野
洲
川
改
良
地
へ
の
植
林
活

動
に
は
開
始
当
初
か
ら
参
加

し
、
二
十
年
を
過
ぎ
て
立
派

な
森
と
な
っ
た
「
地
球
市
民

の
森
」
で
自
然
に
触
れ
て
学

ぶ
学
習
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
ス
カ
ウ
ト
た
ち
は
自
然

の
大
切
さ
、
あ
り
が
た
さ
を

学
ぶ
機
会
を
得
て
お
り
、
彼

女
達
の
成
長
の
糧
と
し
て
い

ま
す
。

今
回
、
善
行
表
彰
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

活
動
を
優
し
く
見
守
り
、
導

き
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
リ
ー

ダ
ー
方
、
地
域
の
方
々
の
お

か
げ
だ
と
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

結
び
に
日
本
善
行
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
受
賞
の

こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

本
校
は
千
葉
県
君
津
市
に

あ
る
日
本
語
学
校
で
す
。
三

年
前
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
戦

火
を
免
れ
て
青
年
二
名
が

君
津
市
に
避
難
し
て
き
ま
し

た
。
当
初
、
日
本
語
が
分
か

ら
な
い
中
で
一
生
懸
命
覚
え

た
で
あ
ろ
う
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
の
一
言
に
は
、

我
々
に
は
計
り
知
れ
な
い
彼

ら
の
覚
悟
や
思
い
が
あ
る
の

だ
ろ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

我
々
の
日
本
語
教
育
を
通
じ

て
、
何
か
彼
ら
の
未
来
へ
の

き
っ
か
け
作
り
が
で
き
れ
ば

と
教
職
員
一
同
支
援
に
努
め

ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を
経
て
、

彼
ら
は
今
春
に
専
門
学
校
へ

の
進
学
を
果
た
し
、
ま
た
次

の
目
標
に
向
か
っ
て
前
進
し

て
い
ま
す
。
母
国
や
家
族
へ

の
思
い
を
胸
に
未
来
へ
突
き

進
む
力
は
彼
ら
の
底
力
に
他

な
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
と
の

時
間
が
少
し
で
も
彼
ら
の
背

中
を
押
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

在
十
二
名
で
す
。

令
和
六
年
度
は
十
一
回
も

イ
ベ
ン
ト
出
演
が
あ
り
ま
し

た
。
地
区
の
夏
祭
り
や
老
人

会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
高
齢

者
施
設
の
慰
問
等
で
す
。
太

鼓
披
露
後
、
高
齢
者
と
じ
ゃ

ん
け
ん
ゲ
ー
ム
等
で
、
ふ
れ

あ
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

に
も
高
齢
者
に
も
、
本
当
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

そ
の
事
が
、
社
会
貢
献
に

つ
な
が
る
と
認
め
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
、
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。
今
後
も
楽
し
く

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

下
校
時
の
見
守
り
、
信
号
機

の
な
い
横
断
歩
道
で
の
、
歩

行
者
の
誘
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

毎
月
十
五
日
は
、
店
長
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
で
、
歩

行
者
に
反
射
材
と
、
チ
ラ
シ

等
の
配
布
、
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
は
、
幹
線
道
路

で
の
街
頭
啓
発
、
市
内
巡
回

広
報
活
動
等
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
安
全
協
会
各
支

部
会
員
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
善
行
会
員
の
名
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、
交
通
安
全
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　
浜
松
支
部
長尾

上
　
文
雄

こ
の
度
、
伝
統
あ
る
日
本

善
行
会
浜
松
支
部
の
支
部
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
尾
上

文
雄
で
す
。

身
に
余
る
重
責
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
先
人
の
築
い
て

こ
ら
れ
た
善
行
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
、
微
力
な
が
ら
地
域

社
会
の
た
め
に
尽
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

支
部
の
活
性
化
と
継
続
的

発
展
の
た
め
に
は
、
会
員
の

増
強
が
不
可
欠
で
す
。
新
た

な
担
い
手
の
確
保
を
念
頭

に
、
既
存
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
の
魅
力
を

広
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
と
り
わ
け
重
要
な

の
が
若
者
の
参
加
促
進
で

す
。
未
来
を
担
う
若
い
世
代

が
、
善
行
の
意
義
や
奉
仕
の

喜
び
に
触
れ
、
地
域
と
の
絆

を
深
め
る
機
会
を
設
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
あ
ら

ゆ
る
機
会
で
青
年
団
体
と
の

連
携
を
深
め
、
多
様
な
参
加

の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
善
行
会
の
御
発
展
と

会
員
の
方
々
の
ご
健
勝
、
ま

す
ま
す
の
御
活
躍
を
祈
念

し
、
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

浜
松
支
部
長
に

就
任
し
て

新
支
部
長
の
抱
負

弘
前
支
部

令
和
七
年
度
定
時
総
会

並
び
に
特
別
善
行
表
彰

伝
達
式

弘
前
支
部

弘
前
支
部
は
、
六
月
十
八

日
（
水
）、
サ
ン
パ
レ
ス
秋

田
屋
に
お
い
て
、
令
和
七
年

度
定
時
総
会
並
び
に
特
別

善
行
表
彰
伝
達
式
を
開
催

し
、
同
支
部
管
内
で
の
銀
章

受
賞
と
な
っ
た
白
澤
盛
幸

さ
ん
へ
の
表
彰
状
の
伝
達

を
行
っ
た
。

新
宿
支
部

第
九
回
　
善
行
会
杯
　

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

新
人
戦
大
会
　

新
宿
支
部
長
が
始
球
式

新
宿
支
部
長　

前
田
　
哲
也

第
九
回
善
行
会
杯　

新
宿

区
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
新
人

戦
大
会
（
中
学
生
）
が
、
五

月
五
日
（
月
）
区
内
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
優
勝
決
定
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
連
休
中
で
天
候
よ
く
選

手
の
ご
家
族
の
見
学
が
多

く
、
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
現

代
の
中
学
生
は
体
が
大
き

く
試
合
は
十
一
人
制
で
ロ

ン
グ
パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
の

パ
ワ
ー
は
見
事
で
し
た
。

最
終
試
合
前
で
は
セ
レ
モ

大
阪
府
支
部

総
会

大
阪
府
支
部　

黒
田
　
全
紀

六
月
十
四
日(

土)

、
プ

リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
の
羽
衣

の
間
で
当
支
部
の
令
和
七

年
度
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

台
東
区
支
部

令
和
七
年
度
総
会
　
開
催
報
告

台
東
区
支
部
長　

轟
　
豊
藏

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

（
金
）
浅
草
文
化
観
光
セ
ン

タ
ー
に
て
、
台
東
区
支
部
の

令
和
七
年
度
総
会
を
開
催

し
た
。
梶
原
浩
介
副
支
部
長

が
司
会
進
行
を
務
め
、
は
じ

め
に
轟
豊
藏
台
東
区
支
部

長
の
努
力
も
あ
り
三
名
の

会
員
増
強
と
、
一
年
間
の
行

事
を
つ
つ
が
な
く
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
た
感
謝
の

気
持
ち
と
御
礼
を
申
し
上

げ
た
。

次
に
、
当
日
ご
多
忙
の
中

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
勝
野

堅
介
会
長
よ
り
、
台
東
区
は

活
発
な
活
動
を
さ
れ
、
模
範

小
田
原
支
部

ヒ
マ
ワ
リ
の
苗
の
配
布

小
田
原
支
部
長

　
志
村
　
宗
男

小
田
原
支
部
で
は
、
令
和

七
年
五
月
三
十
日
（
金
）、

長
年
に
わ
た
り
被
災
地
支

援
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
会
員
の
梅
原
雄
蔵
さ
ん

（
湯
河
原
町
在
住
）
が
育
て

た
ヒ
マ
ワ
リ
の
苗
を
志
村

屋
米
穀
店
前
で
配
布
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
苗
は
、
平
成
二
十
四

年
に
梅
原
さ
ん
が
宮
城
県

石
巻
市
を
訪
れ
た
際
、
被

災
地
復
興
の
象
徴
と
し
て

譲
り
受
け
た
ヒ
マ
ワ
リ
の

種
を
元
に
育
て
た
も
の
で

す
。
こ
の
活
動
は
地
域
の
復

興
支
援
へ
の
思
い
を
共
有

す
る
機
会
と
し
て
始
ま
り
、

今
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

群
馬
県
北
毛
支
部

令
和
七
年
度
定
期
総
会

並
び
に
特
別
善
行
表
彰

の
伝
達
式
及
び
祝
賀
会

の
開
催
に
つ
い
て

群
馬
県
北
毛
支
部
長

　
高
岸
　
哲

群
馬
県
北
毛
支
部
で
は
、

令
和
七
年
度
定
期
総
会
並

び
に
特
別
善
行
表
彰
金
章
・

銀
章
受
賞
者
に
対
す
る
伝

達
式
を
六
月
一
日
（
日
）
渋

川
市
石
原
所
在
の
「
ホ
ワ
イ

ト
パ
ー
ク
」
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

定
期
総
会
に
先
立
ち
、
去

る
五
月
十
七
日
、
明
治
神
宮

参
集
殿
に
お
い
て
特
別
善

行
表
彰
金
章
・
銀
章
を
受
賞

し
た
十
一
名
に
対
し
島
村

支
部
長
か
ら
そ
の
功
労
を

た
た
え
た
。

総
会
は
、
令
和
六
年
度
の

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
、
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、

原
案
通
り
決
議
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
顧
問
四
名
、

新
設
の
相
談
役
一
名
、
支

部
長
一
名
、
副
支
部
長
七

名
、
監
事
二
名
、
会
計
書

記
二
名
、
理
事
十
一
名
と

し
、
会
員
総
数
百
七
十
一
名

が
よ
り
し
っ
か
り
し
た
活

動
が
出
来
る
よ
う
、
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。
相
談

役
に
島
村
弘
子
、
新
支
部
長

に
高
岸
哲
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

役
員
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
令
和
七
年
度
の

事
業
計
画(

案)

並
び
に
収

支
予
算
（
案
）
の
審
議
に
入

り
、
障
害
者
支
援
施
設
の
支

援
活
動
で
あ
る
「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
活

動
」
の
推
進
、
支
部
創
立

以
降
、
継
続
し
て
い
る
「
児

童
養
護
施
設
へ
の
慰
問
・
寄

贈
」、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
の
開
催
」、「
隠
れ

た
善
行
表
彰
該
当
者
の
発

掘
」、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」、

「
無
事
カ
エ
ル
の
交
通
事
故

防
止
マ
ス
コ
ッ
ト
作
成
配

布
」、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」、

「
環
境
美
化
活
動
」
等
の
実

施
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
祝
賀
・
懇

親
会
を
開
催
し
、
ひ
ま
わ
り

楽
団
（
群
馬
県
警
察
音
楽
隊

Ｏ
Ｂ
）
の
伴
奏
に
よ
り
、
会

員
の
沢
田
知
佳
さ
ん
が
素

晴
ら
し
い
歌
声
を
披
露
、
全

員
が
歌
に
合
わ
せ
て
手
ば

た
き
す
る
な
ど
、
祝
賀
・
懇

親
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、

盛
大
の
う
ち
に
終
わ
り
ま

し
た
。

ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
日
本

善
行
会
と
大
会
関
係
者
へ

向
か
い
選
手
が
一
列
に
並

び
、
キ
ッ
ク
イ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
（
始
球
式
）
を
新
宿
支

部
長
が
行
い
ま
し
た
。
ボ
ー

ル
が
真
っ
直
ぐ
転
が
り
「
安

心
」
し
ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム
へ
は
給
水
タ

ン
ク
十
リ
ッ
ト
ル
、
最
優
秀

選
手
賞
へ
は
水
筒
二
リ
ッ

ト
ル
が
新
宿
支
部
の
会
員

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
三

位
ま
で
の
チ
ー
ム
へ
は
新

宿
地
元
の
イ
ヨ
シ
コ
ー
ラ

が
一
ケ
ー
ス
ず
つ
渡
さ
れ

喜
ば
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
一

人
の
選
手
が
「
い
よ
～
シ
」

と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て

い
た
の
に
は
和
や
か
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（
一
位　

中
野
実

践
中
学　

・
二
位　

東
京
シ

テ
ィ
Ｆ
Ｃ
・　

三
位　

ク
リ

ア
ソ
ン
新
宿
）

的
な
支
部
で
す
と
お
褒
め

の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、高
田
修
副
会
長
、

春
宮
伸
光
台
東
区
町
会
連

合
会
会
長
、
鈴
木
栄
治
寿
地

区
名
誉
町
会
長
、
寺
田
晃
台

東
区
区
議
会
議
員
の
各
ご

来
賓
よ
り
一
言
ず
つ
激
励

の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
司

会
者
よ
り
議
長
選
出
を
来

場
者
に
諮
り
、
議
長
と
し
て

轟
豊
藏
が
選
出
さ
れ
た
。
議

長
は
、
議
題
に
対
す
る
活
発

な
意
見
交
換
と
円
滑
な
進

行
の
協
力
を
求
め
、
議
事
進

行
に
入
っ
た
。

議
案
は
全
て
滞
り
な
く
審

議
さ
れ
、
篠
原
由
美
子
副
支

部
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が

あ
り
、
総
会
は
終
了
し
た
。

総
会
後
、
ロ
シ
ア
料
理
レ

ス
ト
ラ
ン
浅
草
マ
ノ
ス
に

お
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
、

山
下
純
雲
子
副
会
長
よ
り

台
東
区
支
部
に
励
ま
し
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
乾
杯

の
発
声
を
植
﨑
茂
副
支
部

長
が
行
っ
た
。

美
味
し
い
お
料
理
と
ウ

オ
ッ
カ
で
親
睦
を
深
め
、
中

締
め
の
挨
拶
を
松
村
輝
彦

花
川
戸
一
丁
目
町
会
長
か

ら
い
た
だ
き
、
続
い
て
山
下

欽
司
副
支
部
長
に
よ
る
三

本
締
め
で
散
会
と
な
っ
た
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
様
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る

よ
う
、
台
東
区
支
部
と
し
て

一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

物
故
者
へ
の
黙
祷
に
始
ま

り
、
春
季(

金
章
二
名
と
銀

章
四
名
の)

特
別
表
彰
、
令

和
六
年
度
事
業
と
決
算
の

報
告
並
び
に
七
年
度
の
予

算
案
や
規
約
の
一
部
変
更

等
も
全
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。記

念
撮
影
後
の
懇
親
会
で

は
、
会
員
の
ギ
タ
ー
演
奏
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
お
し
ゃ

べ
り
で
あ
っ
と
い
う
間
の

二
時
間
が
経
過
し
、
約
二
十

名
の
和
気
あ
い
あ
い
の
懇

親
会
で
し
た
。
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愛
知
県
豊
橋
支
部

伝
達
式
及
び
定
期
総
会

愛
知
県
豊
橋
支
部
長

　
山
本
明
彦

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

（
金
）
に
第
十
五
回
日
本
善

行
会
愛
知
県
豊
橋
支
部
定

期
総
会
が
、「
高
千
穂
会
館
」

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
県
議
会
議
員
の

方
や
豊
橋
市
教
育
長
な
ど

を
来
賓
に
迎
え
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
豊
橋
支
部
発

足
か
ら
十
五
年
と
今
日
ま

で
継
続
で
き
た
の
も
、
会
員

の
方
の
日
々
の
善
行
の
賜

物
と
感
謝
の
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
は
特
別
表
彰
の
銀
賞

を
受
賞
さ
れ
た
方
の
伝
達

福
岡
県
筑
後
支
部

令
和
七
年
度
福
岡
県
筑

後
支
部
総
会
開
催
及
び

令
和
六
年
度
ブ
ロ
ッ
ク

会
の
報
告

福
岡
県
筑
後
支
部

　
支
部
長
　
山
中
　
洋
一

令
和
七
年
度
の
福
岡
県
筑

後
支
部
総
会
を
令
和
七
年

五
月
三
十
一
日
（
土
）
に
開

催
し
、
令
和
六
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画

（
案
）、
予
算
（
案
）
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

又
、令
和
六
年
十
二
月
八
・

九
日
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会

熊
本
県
宇
土
支
部

令
和
七
年
度
春
季
善
行

表
彰
伝
達
式
を
開
催

熊
本
県
宇
土
支
部

　
九
谷
　
新
吾

日
本
善
行
会
熊
本
県
宇
土

支
部
（
今
村　

司
支
部
長　

会
員
四
十
六
名
）
は
六
月

二
十
二
日
（
日
）、
宇
土
市

民
会
館
に
お
い
て
元
松
茂

樹
市
長
、
西
山
宗
孝
県
議
、

西
田
和
徳
市
議
会
副
議
長
、

前
田
一
孝
教
育
長
を
来
賓

に
迎
え
令
和
七
年
度
春
季

善
行
表
彰
伝
達
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

大
分
県
大
分
支
部

春
季
・
特
別
善
行
表
彰

伝
達
式
並
び
に
定
期
総

会
の
開
催

大
分
県
大
分
支
部
長

　
山
崎
　
勝
利

六
月
十
八
日(

水)

、
令

和
七
年
度
春
季
・
特
別
善
行

表
彰
伝
達
式
並
び
に
定
期

総
会
を
、
大
分
市
東
部
公
民

館
に
於
い
て
午
後
二
時
か

ら
式
典
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、中
学
校
一
校
、

銀
章
四
名
の
表
彰
の
決
定

通
知
を
頂
き
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
特
別
表
彰

銀
章
受
賞
者
四
名
、
平
山
久

夫
氏
、
上
野
千
鶴
子
氏
、
橋

本
寛
治
氏
と
ス
ー
パ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
有
名

な
尾
畑
春
夫
氏
、
春
季
善
行

表
彰
で
は
、
大
分
市
立
鶴
崎

中
学
校(

鶴
翼
会)

に
賞
状

と
記
念
品
を
伝
達
い
た
し

式
も
総
会
前
に
行
わ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
定
期
総
会
で
は
、

滞
り
な
く
議
案
等
が
承
認

さ
れ
、
ま
た
、
新
た
な
気
持

ち
で
一
年
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
日
々
の
悲
し
い

ニ
ュ
ー
ス
の
中
、
会
の
継
続

を
強
く
願
う
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。

を
﹃
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
﹄
に
て
開
催
致
し
ま

し
た
。
支
部
代
表
者
に
よ
る

協
議
会
・
親
睦
会
も
和
気
あ

い
あ
い
の
盛
会
と
な
り
ま

し
た
。「
今
後
も
善
行
活
動

に
携
わ
り
、
善
行
会
の
趣
旨

に
賛
同
し
て
頂
く
方
に
お

声
掛
け
し
て
新
会
員
の
充

実
に
も
力
を
注
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
皆
で
誓
い
合

い
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
の
こ
れ
ま
で
②

理
事
　
小
島
　
力

日
本
善
行
会
と
私

私
が
日
本
善
行
会
の
事
務

局
に
勤
め
た
の
は
、
昭
和

四
十
四
年
か
ら
で
す
。

会
長
は
足
立
正
氏
（
日
本

商
工
会
議
所
会
頭
）
で
、
理

事
長
は
伊
藤
辰
男
氏
（
初
代
）

で
し
た
。

当
時
は
、
中
央
区
銀
座
一

丁
目
五
番
地
に
本
部
の
役
員

室
が
あ
り
、
伊
藤
理
事
長
、

木
村
行
蔵
専
務
理
事
と
、
善

行
婦
人
部
の
事
務
局
も
兼
ね

て
小
沢
ヱ
イ
さ
ん
が
常
勤

し
、
善
行
婦
人
部
（
会
長
柴

田
は
な
・
昭
和
薬
科
大
学
理

事
長
）
で
は
活
発
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

善
行
会
の
事
務
局
は
、
千

代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
の
東

京
都
庁
東
三
号
館
の
五
階
に

あ
り
、
非
常
勤
を
含
め
て

十
名
程
の
職
員
が
お
り
ま
し

た
。
東
三
号
館
は
六
階
建
て

で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
無
く
、

階
段
で
の
登
り
降
り
が
来
会

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
苦
労

の
よ
う
で
し
た
。

事
務
局
で
は
、
特
に
春
・

秋
の
表
彰
式
前
後
で
は
、
大

量
の
小
包
の
作
成
と
、
そ
の

発
送
の
た
め
に
、
五
階
の
事

務
所
か
ら
数
回
に
分
け
て
小

包
を
抱
え
、
一
階
迄
下
ろ
し
、

さ
ら
に
数
回
に
分
け
て
都
庁

内
郵
便
局
ま
で
の
運
搬
に
苦

労
し
た
こ
と
が
思
い
だ
さ
れ

ま
す
。

私
は
そ
の
後
、
昭
和

四
十
七
年
に
い
っ
た
ん
退
職

今
回
は
特
別
善
行
金
章

を
九
谷
新
吾
さ
ん
、
特
別
善

行
銀
章
を
村
田
政
義
さ
ん
、

小
山
建
夫
さ
ん
、
村
田
祐
子

さ
ん
が
受
賞
、
青
少
年
善
行

彰
で
環
境
美
化
活
動
を
続

け
る
宇
城
市
立
松
橋
小
学

校
生
徒
六
名
、
人
命
救
助
で

宇
土
市
立
鶴
城
中
学
校
生

徒
四
名
、
熊
本
県
立
宇
土
高

校
生
徒
三
名
が
受
賞
、
今
村

支
部
長
代
読
で
日
本
善
行

会
勝
野
堅
介
会
長
か
ら
祝

意
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介

さ
れ
、
元
松
茂
樹
市
長
他
来

賓
各
位
か
ら
善
行
運
動
の

推
進
に
努
め
る
宇
土
支
部

に
謝
意
と
受
賞
者
に
ね
ぎ
ら

い
の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

な
お
、
伝
達
式
終
了
後
、

令
和
七
年
度
通
常
総
会
が

ま
し
た
。

感
謝
状
と
な
っ
た
小
学
校

の
皆
さ
ん
に
は
、
大
分
市
教

育
委
員
会
を
通
じ
て
対
象

児
童
校
へ
送
っ
て
頂
き
、
後

日
全
校
集
会
の
折
に
学
校

長
か
ら
表
彰
し
て
頂
い
た

事
を
知
り
ま
し
た
。

さ
て
、今
回
の
伝
達
式
は
、

来
賓
へ
の
案
内
状
も
取
り

や
め
た
た
め
に
短
時
間
で

終
わ
る
事
が
想
定
さ
れ
る

事
か
ら
、
急
遽
、
会
員
皆
さ

ん
の
活
動
紹
介
を
試
み
ま

し
た
。

第
一
回
目
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
、
大
分
県
内
に
残

る
民
謡
や
地
域
文
化
の
掘

り
起
し
と
、
文
化
の
継
承
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
、
大
分
支

部
前
支
部
長
松
井
猛
氏
に

講
話
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

約
三
十
分
間
ス
ラ
イ
ド
写

真
を
交
え
な
が
ら
の
解
説

で
、
判
り
易
い
講
話
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

活
動
に
大
き
な
拍
手
で
幕

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
会

員
の
活
動
紹
介
の
場
を
設

け
、
会
員
間
の
絆
が
深
ま
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
定
期
総
会
を
開

催
、
支
部
長
が
議
長
を
務

め
、
議
事
も
特
に
問
題
も
な

く
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

し
て
、
一
時
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
当
時
の
善
行
会
の
皆
さ

ん
か
ら
、
事
務
局
に
も
ど

る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
昭
和

四
十
八
年
に
復
職
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
令
和
六
年

度
末
ま
で
、
ず
っ
と
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

︽
今
回
の
想
い
で
の
写
真
は
︾

開
催
さ
れ
、
議
事
全
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当時の事務局 都庁東三号館
当時の上司（右から竹島清章事務局長、
　小沢ヱイ婦人部長、石井正明監事）

当時の善行会銀座本部役員室 跡地



令和7年(2025年)9月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第791号（4）
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）

恒つ
ね
や屋
城じ
ょ
う
あ
と跡

（
市
指
定
史
跡
：

姫
路
市
香こ
う
で
ら
ち
ょ
う

寺
町
恒
屋
）

兵
庫
県
支
部　

橋
本
　
新
一
郎

恒
屋
城
（
つ
ね
や
じ
ょ

う
）
は
長
禄
元
年
（
西
暦

一
四
五
七
年
－
こ
の
年
に

太
田
道
灌
が
江
戸
城
を
築

く
）
に
恒
屋
伊
賀
守
光
氏
が

築
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
恒
屋
氏
は
そ
の

後
、
代
々
、
播
州
に
勢
力
を

張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
天
正

年
間
（
西
暦
一
五
七
三
～

一
五
九
二
年
）
に
羽
柴
筑
前

守
秀
吉
が
中
国
遠
征
を
行
っ

た
時
、
毛
利
方
に
味
方
し
た

た
め
、
滅
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
城
は
焼
討
ち
に
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
恒

屋
氏
一
族
は
黒
田
孝
高
を
頼

り
、
九
州
は
筑
前
（
福
岡
）

に
移
り
ま
し
た
。

恒
屋
城
は
、
歴
史
上
、
高

丘
城
と
も
中
島
城
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
恒
屋
山
城
は

形
態
分
類
上
か
ら
み
て
、
梯

郭
式
山
城
の
基
本
的
な
造
り

で
す
。
前
城
は
高
さ
二
百

メ
ー
ト
ル
、
後
城
（
望
楼
台
）

は
二
百
三
十
六
メ
ー
ト
ル
あ

り
ま
す
。

特
に
西
斜
面
に
は
長
さ
六

～
十
二
メ
ー
ト
ル
の
竪
堀
が

何
本
も
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。

築
城
当
時
の
年
代
で
竪
堀
が

あ
る
城
は
非
常
に
少
な
く
、

湯
河
原
町
　

「
焼じ
ょ
う
も
う亡の
舞ま
い
」
の
ご
紹
介

本
部
事
務
局

今
回
の
春
季
善
行
・
特
別

善
行
表
彰
式
で
舞
を
披
露
し

て
い
た
だ
い
た
「
湯
河
原
町 

焼
亡(

じ
ょ
う
も
う)

の
舞

保
存
会
」
は
、
貴
重
な
伝
統

行
事
を
未
来
へ
継
承
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る

地
域
団
体
で
す
。 

湯
河
原
町
の
「
焼
亡(

じ
ょ

う
も
う)

の
舞(

ま
い)
」
は
、

源
頼
朝
を
助
け
た
土
肥
実
平

が
、
自
ら
の
館
が
平
氏
軍
に

よ
り
焼
亡
し
た
際
、
頼
朝
の

開
運
を
祈
り
即
興
で
舞
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
舞
は
、
演
者
が
し
な
や
か

に
踊
る
所
作
と
鮮
や
か
な
衣

装
を
特
徴
と
し
、
災
難
の
鎮

火
や
地
域
の
平
穏
を
願
う
も

の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
独
特
な
演
技
は
、

訪
れ
る
人
々
に
深
い
感
動
を

与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
竪
堀
が
現
在
に
ま
で

は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
城

跡
は
山
城
の
研
究
上
、
非
常

に
価
値
あ
る
史
跡
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

恒
屋
城
の
城
跡
調
査
は
、

昭
和
四
七
年
十
二
月
か
ら
始

ま
り
、
立
木
の
伐
採
を
し
、

城
跡
が
完
全
な
姿
を
現
し
ま

し
た
。
調
査
開
始
し
て
か
ら

二
年
目
に
、
後
城
か
ら
多
数

の
瓦
を
発
見
し
、
昭
和
四
九

年
二
月
十
五
日
に
は
、
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
鬼
瓦
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

山
城
跡
か
ら
は
、
こ
の
よ

う
に
ほ
ぼ
完
全
な
姿
で
発
掘

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の

で
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
、

地
区
の
宝
物
と
し
て
公
民
館

の
展
示
室
に
保
管
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
当
時
城

内
で
使
用
さ
れ
て
い
た
、

硯
・
水
差
し
・
壺･

小

銭
等
も
発
掘
さ
れ
て
い

ま
す
。
発
掘
品
の
す
べ

て
を
展
示
室
に
展
示
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
後
、
昭

和
六
十
年
頃
ま
で
は
地

区
の
奉
仕
活
動
に
よ
り

城
跡
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
は
当
時
の
感
動
も
な
く

な
り
放
置
さ
れ
、
雑
木
林
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成

十
七
年
春
か
ら
「
恒
屋
城
保

存
顕
彰
会
」
を
立
上
げ
、“
歴

史
あ
る
恒
屋
の
郷
を
未
来
に

残
そ
う
“
と
城
跡
整
備
が
始

ま
り
、
最
近
で
は
往
年
の
城

跡
が
姿
を
現
し
、
城
郭
研
究

関
係
者
を
は
じ
め
、
一
般
登

山
者
に
も
人
気
を
得
て
い
ま

す
。
特
に
秋
の
後
城
か
ら
の

展
望
は
す
ば
ら
し
い
で
す
。

ま
た
、
新
年
の
元
旦
登
山
に

は
地
元
を
は
じ
め
、
遠
方
か

ら
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
一
度
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
中
寺
校
区
夢
プ
ラ
ン
事

業　

香
寺
町
北
恒
屋
自
治
会

（
恒
屋
城
保
存
顕
彰
会
）　

資

料
か
ら
転
載
）

毎
年
四
月
第
一
日
曜
日
に

湯
河
原
町
で
開
催
さ
れ
る

「
頼
朝
・
実
平
出
陣
の
武
者
行

列
」
で
は
、
湯
河
原
五
所
神

社
や
桜
木
公
園
で
披
露
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
午
後
の
「
土

肥
祭
」
で
は
城
願
寺
で
奉
納

さ
れ
、
八
月
二
十
三
日
の
城

願
寺
「
頼
朝
・
実
平
開
運
出

陣
祭
」
に
も
奉
納
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
び
、
こ

の
特
別
な
体
験
を
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

入
会
の
お
誘
い

一
般
社
団
法
人
日
本
善

行
会
で
は
、
善
行
の
表
彰

並
び
に
善
行
精
神
の
普
及

と
実
践
を
通
じ
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
活

動
を
ご
支
援
い
た
だ
く
た

め
に
、
広
く
会
員
を
お
誘

い
く
だ
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

個
人
年
額	

五
千
円

法
人
年
額	

一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

個
人
年
額	

一
万
円

法
人
年
額	

三
万
円

　
　

十
万
円
、二
十
万
円 

③
賛
助
会
員

個
人
年
額　

  

千
円
か
ら

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　

購
読
料
五
百
円
を
含
む

出
典
：
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
「
ご
自
宅
の
防
犯
対
策
は
大
丈
夫
で
す
か
」

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

日本善行会の公式 HP / SNS のご紹介
ホームページにアクセスして皆で見てみよう！

＼公式ホームページ／ ＼公式 Facebook ページ／

令和７（2025）年度

主要事業日程（９月以降） 

△ 理事会、全国支部長会	 　    9 月     8 日（月）

△ 長寿善行者集いの会		  　    9 月 29 日（月）

△ 秋季善行表彰選考委員会	 　10 月 17 日（金）

△ 秋季善行表彰式		  　11 月 29 日（土）

△ 春季善行表彰推薦依頼	 　12 月上旬

△ 春季・特別善行表彰選考委員会	　    3 月中旬

△ 理事会			   　    3 月下旬

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

兵
庫
県
支
部


